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常任委員会の審査報告から

特別委員会の中間報告から

厚

生
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会
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務

委

員

会

第
１
号
議
案

府
中
市
附
属
機
関
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

第
３
号
議
案

府
中
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

第
８
号
議
案

府
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

事
項
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
６
号
議
案

府
中
市
立
ふ
れ
あ
い
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

建
設
環
境
委
員
会

文

教

委

員

会

　
市
議
会
の
本
会
議
及
び
委

員
会
は
公
開
さ
れ
て
お
り
、

ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

一般質問・常任委員会・特別委員会

　
こ
の
議
案
は
、
消
費
生
活
相
談
室
が
平
成
29
年
７
月
に
開
業

す
る
府
中
駅
南
口
再
開
発
ビ
ル
に
設
置
さ
れ
る
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
内
に
移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
、
名
称
と
位
置
の
変
更

を
行
う
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、「
移
転
後
の
運
営
体
制
に
つ
い
て
、
開
設

時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
と
し
、
相
談
員
は
１
日

３
名
体
制
で
勤
務
す
る
」「
現
在
の
女
性
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
商

品
テ
ス
ト
室
に
つ
い
て
、
今
後
は
料
理
教
室
等
の
講
座
を
開

催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
」「
駅
前
立
地
の
施
設
で
あ
る
た
め
、

新
た
に
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
け
る
こ
と
で
接
客
が
し
や
す
い
環
境

を
整
え
て
い
る
」「
土
曜
日
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
消
費
者
月

間
等
が
あ
る
時
期
を
捉
え
て
実
施
す
る
こ
と
も
必
要
と
思
っ
て

い
る
た
め
、
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
消
費
生
活
相
談
件
数
は
、
徐
々
に
増
加
し
て

い
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
新
し
い
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
も
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
」等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
平
成
２
年
度
に
市
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
の
拠
点
施
設
と
し
て
開
設
し
た
市
立
ふ
れ
あ
い
会
館
に
つ
い

て
、
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
分
館
に
移
転
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の
の

ほ
か
、
同
会
館
の
機
能
の
見
直
し
を
行
う
た
め
、
同
会
館
に
関

す
る
規
定
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い
会
館
の
位
置
を
府
中

市
府
中
町
１
丁
目
30
番
地
に
改
め
る
」等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
今
後
の
移
転
計
画
に
つ
い
て
、
旧
保
健

セ
ン
タ
ー
分
館
の
改
修
工
事
期
間
を
29
年
８
月
頃
か
ら
30
年
２

月
ま
で
と
し
、
新
し
い
ふ
れ
あ
い
会
館
と
し
て
30
年
４
月
２
日

か
ら
開
館
す
る
予
定
で
あ
る
」「
工
事
期
間
の
周
知
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
な
設
計
の
概
要
が
出
た
段
階
で
、
福
祉
登
録
団
体

と
近
隣
住
民
に
周
知
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
」等
の
答

弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安
心
な
施

設
利
用
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
行
う
こ
と
を
要
望
し
、
本
案

に
賛
成
す
る
」等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
平
成
29
年
度
２
学
期
か
ら
新
た
な
市
立
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
供
用
を
開
始
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、「『
府
中
市
立
学
校
に
お
い
て
実
施

す
る
学
校
給
食
の
調
理
等
の
業
務
を
一
括
処
理
す
る
』
の
次
に
、

『
と
と
も
に
、
食
育
の
推
進
を
図
る
』
の
文
言
を
追
加
す
る
」等

の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
学
校
訪
問
等
の
食
育
に
つ
い
て
は
、
委

託
業
者
と
協
力
し
、
回
数
を
増
や
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
」「
地

域
の
生
産
者
の
方
々
と
協
力
し
た
食
育
の
授
業
も
考
え
て
い

る
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
給
食
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
化
は
、
食
育
や
安

全
管
理
の
点
で
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
反
対
す
る
」

「
食
中
毒
や
人
的
ミ
ス
に
よ
る
混
入
事
件
が
起
き
な
い
よ
う
、

管
理
の
徹
底
を
お
願
い
し
、
本
案
に
賛
成
す
る
」等
の
意
見
が

あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
各
種
行
政
計
画
の
策
定
等
に
つ
い
て
、
広
く

市
民
や
関
係
者
の
意
見
を
聞
く
た
め
、
府
中
市
基
地
跡
地
留
保

地
利
用
計
画
検
討
協
議
会
、
府
中
市
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン

検
討
協
議
会
等
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、「
附
属
機
関
の
委
員
構
成
に
つ
い
て
、
規

則
で
詳
細
を
定
め
る
」「
公
募
市
民
の
割
合
に
つ
い
て
、
附
属

機
関
を
設
置
す
る
趣
旨
・
目
的
に
応
じ
て
考
え
て
い
く
」「
附

属
機
関
は
、
市
政
運
営
の
両
輪
で
あ
る
市
議
会
と
市
長
等
と
の

関
係
を
よ
り
円
滑
に
す
る
た
め
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
」等
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
議
会
で
最
終
的
に
意
見
を
発
言
で
き
る
場
を

確
保
し
て
も
ら
い
た
い
」「
あ
ら
か
じ
め
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
で
市
民
に
意
見
を
聞
き
、
そ
の
意
見
を
基
に
協
議
会
の
中
で

議
論
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
お
願
い
し
、
本
案
に
賛
成
す
る
」

等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

基

地

等

跡

地

対

策

特

別

委

員

会

　
調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
調
布
基
地
跡
地
関
連
事
業

推
進
協
議
会
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
、
都
か
ら
、
武
蔵
野
の
森
総
合

ス
ポ
ー
ツ
施
設
（
仮
称
）
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
及
び
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
等
の
開
催
に
向
け
て
円
滑
な
準

備
と
対
応
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
公
募
に
よ
る
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
な
ど
の
方
向
性
等
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
府
中
基
地
跡
地
留

保
地
利
用
計
画
素
案
（
案
）
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

続
き
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
今
後
の
利
用
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
、

様
々
な
形
で
広
く
市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
意
見
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
公
表

す
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

再

開

発

対

策

特

別

委

員

会

　
府
中
駅
南
口
再
開
発
事
業
に
関
し
、
組
合
で
は
、
平
成
29
年
１

月
31
日
に
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
事
業
計
画
の
変
更
を
決
定
し
て

お
り
、
都
か
ら
は
事
業
計
画
変
更
が
認
可
さ
れ
て
い
る
。

　
組
合
と
の
公
共
施
設
管
理
者
負
担
金
協
定
額
に
つ
い
て
、
本
工

事
の
変
更
な
ど
28
年
度
の
事
業
実
績
に
よ
り
、
当
初
の
協
定
額
か

ら
６
億
３
２
１
１
万
５
０
０
０
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
29
年
２
月
末
現
在
の
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
再
開
発

ビ
ル
が
約
99
％
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
公
共
施
設
に
お
け
る
地

下
駐
車
場
及
び
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
工
事
、
道
路
等
の
撤
去

工
事
な
ど
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
の
工
程
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
施
設
建
築
物
工
事
に
つ
い
て
は
、
29
年
３
月
末
に
完

成
し
、
公
共
施
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
６
月
末
に
完
成
し
た
後
、

組
合
か
ら
市
へ
の
引
き
継
ぎ
を
行
う
予
定
で
あ
る
等
の
報
告
が
あ

り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

市

庁

舎

建

設

特

別

委

員

会

　
地
権
者
と
の
交
渉
状
況
に
つ
い
て
、
地
権
者
と
一
部
の
借
地
人

と
は
、
具
体
的
な
交
渉
を
続
け
て
い
る
も
の
の
、
現
段
階
で
は
契

約
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
当
初
予
定
し
て
い
た
平
成
30
年

度
の
着
工
に
遅
れ
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
設
計
に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て
、
基
本
設
計
完
成
後
、
既
に
実

施
設
計
の
作
業
に
入
っ
て
お
り
、「
お
も
や
」
と
「
は
な
れ
」
そ

れ
ぞ
れ
の
フ
ロ
ア
の
詳
細
設
計
の
ほ
か
、
有
孔
パ
ネ
ル
を
含
め
た

外
観
デ
ザ
イ
ン
計
画
等
の
具
体
的
な
検
討
に
入
っ
て
い
る
。

　
建
設
工
事
に
関
連
す
る
補
助
金
な
ど
に
つ
い
て
、
中
心
市
街
地

活
性
化
計
画
に
基
づ
く
交
付
金
を
含
め
た
検
討
を
行
っ
て
お
り
、

関
係
者
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
交
付
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
必
要
な
準
備
を
進
め
る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を

了
承
し
た
。

ご
案
内

服
部

ひ
と
み

議
員（
共
産
）　
小
・

中
学
校
に
お
け
る
就
学
援
助
制
度

の
入
学
準
備
金
に
つ
い
て
、
本
市

は
入
学
前
に
支
給
で
き
て
い
な
い
。

全
国
の
約
80
市
区
町
村
が
支
給
時

期
を
入
学
前
に
変
更
す
る
と
の
報

道
が
あ
っ
た
が
、
本
市
で
も
適
切

な
時
期
に
支
給
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長
　
申
請
時
に
住
民
登
録

が
あ
る
こ
と
や
６
月
に
確
定
す
る

市
・
都
民
税
に
よ
る
世
帯
所
得
に

基
づ
い
て
適
否
を
判
断
す
る
こ
と
、

転
出
等
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
が

定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
の
課

題
が
あ
る
た
め
、
他
自
治
体
の
例

を
参
考
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
国
は
、
平
成
29
年
度
か
ら

要
保
護
世
帯
の
児
童
・
生
徒
に
対

す
る
入
学
準
備
金
の
基
準
単
価
を

引
き
上
げ
る
が
、
準
要
保
護
世
帯

に
対
し
て
も
単
価
を
増
額
す
る
考

え
は
な
い
か
。

教
育
部
長
　
準
要
保
護
世
帯
に
対

す
る
就
学
援
助
に
つ
い
て
は
17
年

度
か
ら
国
の
補
助
が
廃
止
さ
れ
て

お
り
、
基
準
単
価
の
見
直
し
は
各

自
治
体
が
判
断
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
他
自
治
体
の
対
応
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

就 学 援 助 制 度 にお ける
準要保護世帯への入学準備金
基準単価を引き上げる考えは

他自治体の対応状況などを踏まえ
検 討 し て い き た い


